
７月５日（金）２・３校時 社会科 ６年生２組 [教室]  

指導者 松林泰弘 

１ 単元名 当事者としての政治を目指して 

２ 単元設定の背景 

教
材
観 

小学校学習指導要領第2節社会（平成29年）の目標において、「社会的な見方・考え方を働かせ、課題

を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。」

とされ、〔第6学年〕２ 内容（１）イ（イ）「政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算との関

わりなどに着目して、国や地方公共団体の政治の取組を捉え、国民生活における政治の働きを考え、表現

すること。」とある。しかし、そこに当事者としての意識があるのかと言われると疑問が残る。この教材

では、政策に重きを置き、子供達自身で政策を立案するとともに、実際に政策を立てている市議会議員に

政策を提案したり、政策に関する意見交流を図ったりする。そうすることで、子供達にとっての「当事者

としての政治」を目指すことができ、社会科の目指す目標を達成するとともに、内容の充実も図ることが

できる教材であると考える。 

児
童
観 

本学級の子供達に政治についてのイメージを聞くと、「地域の代表者が勝手に行っている」「あまり進ん

でいない」「政治がそもそも分からない」といった様々な意見が見られた。政治に関するアンケートでは

「国や地方の政治についてどの程度関心を持っていますか？」の質問に肯定的な回答が 58.6％、否定的

な回答が37.9％、分からないが3.4％であり、「現在の政治に対してどの程度満足していますか？」では、

肯定的な回答が 48.3％、否定的な回答が 34.5％、分からないが 17.2％であった。また、「政治に関する嘀Ĉ匈਀％（２人）であった。 

集
団
観 

お互いの良さや違いを理解し、それを認め合うことによって共に高め合おうとする学級集団を育てる。

本学級は主体的に学ぶことのできる子供がいる一方で、課題を他者から与えられないと学習を始められ

ない子供もいる。その原因として自分の意見・考えへの自信の無さだと考える。今回の子供自身で政策を

立案する学習の中で、政策案に対する各種資料の調査や自分の思いを込めることで、その後の市議会議員

に提案したり、意見交流したりする活動において、自信をもって自分の意見・考えを表現できる集団を育

成する。 

指
導
観 

指導にあたり３点に留意する。１点目が「子供目線での政策の具体化」。本単元では、「自分自身や自分

を取り巻く身近な人々の日常生活の困り感」という視点で政策の立案を図る。政策を自分自身からスター

トし、子供目線での政策の具体化を図ることによって、当事者性の向上を目指す。２点目が「政治への心

理的距離を近づけること」。政治への心理的距離を近付けるためには、市議会議員と子供の身体的な距離

を近付ける必要があると考える。そのため、数名の市議会議員を招聘し小グループで政策の提案や意見交

流ができるような環境設定を行う。３点目が「事後のつながりの意識」。本単元で学んだ政策を立案する

経験を、11 月の自伸会選挙において、５年生が立候補者として公約を立てる際に助言するなど活用を図

る。 

 
３ 単元の目標及び計画（全８時間） 
 ■単元の目標  

 子供達自身で政策を立案し、市議会議員への提案や意見交流を通して、政治に関わろうとする姿勢が自分を

取り巻く生活の安定と向上につながっていることを理解することができるようにする。 
 
■単元の計画 

第１次 自分自身や自分を取り巻く身近な人々の日常生活の困り感から、政策を立案しよう。・・４時間 
第２次 市議会議員の方との意見交流会をしよう。 

（自分の考えた政策の発表・意見交流）・・・・・・・・２時間（本時） 
第３次 政策を立案する時のポイントをまとめよう。・・・・・・２時間 

 



 
４ 単元の評価規準 

 
５ 本時の学習 

■目標 ①市議会議員の方との出会いを通して政治に対する自身のイメージの変化や深まりを自覚すること

ができる。 

②自分自身や自分を取り巻く身近な人々の日常生活の困り感に対する政策を提案し、意見交流を図る

ことを通して、政策を立案する難しさや必要な視点を獲得することができる。 

■「受容と共感を促す手立て」 

子供の受容と共感を促すために、市議会議員との交流の場面で子供と市議会議員との物理的・精神的な距

離を縮めるために、市議会議員を複数名招聘することにより、市議会議員の話を聞いたり，小グループでの

政策提案、意見交流を行ったりする。 

 

（１/２時） 

■学習過程  ※（全）（小）（個）：学習形態（全：全体の場 小：小集団 個：個人）○留：留意点 ○評：評価の観点（方法） 

学習事項 児童・生徒の活動 教師の働きかけとねらい      集団 

１．学習課題

への接近 

（１）市議会議員と出会う。 （１）市議会議員本人と子供達の出

会いの場面を温かな雰囲気に

できるようにコーディネート

する。 

（全）全体で市議

会議員との精神

的な距離を縮め

る。 

２．学習課題

の設定 

（２）子供達の考える政治に対する

イメージを確認し、本時の学習

課題を設定する。 

 

 

 

 

（２）子供達がすでに持っている政

治のイメージを確認し、それぞ

れの市議会議員の話を聞いて

確かめる時間にすることを全

体で共有する。 

（全）学習課題を

学習集団全員で

解決しようとす

る意欲を高める。 

３．学習課題

の追求 

（個による考

察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グループに

よる考察） 

 

 

（３）議員の自己紹介と政治に対す

る思いなどを聴くとともに、自

分自身の政治に対するイメー

ジと比較する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）政治に対するイメージの変化

があったか、無かったかをグル

ープで共有する。 

・議員さんの話を聞いていると、

（３）市議会議員との事前に打ち合

わせをもとにしながら、子供達

の政治に対するイメージをゆ

さぶるような、自己紹介、政治

に対する思いなどを子供達に

伝えてもらう。 

  ・１人8分程度（４人32分） 

 

○留 子供達の政治に対するイメージ

の変化が生まれているのかに着目

しながら、子供達の様子を見取り、

個別、全体への声掛けを図る。 

 

（４）小グループに分かれてイメー

ジの変化があったか、無かった

かをもとにしながら、それぞれ

の政治に対する思いを伝えさ

（個）自分自身の

政治に対するイ

メージと比較し

ながら聴く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小）小グループ

で政治に対する

イメージの変化

があったか、無か

保育・教科部 社会① 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 政策の立案に向けて地域の現状

を分析したり、各種資料を読み取っ

たりすることを通して、政治に関わ

ろうとする姿勢が自分を取り巻く

生活の安定と向上につながること

を理解している。 

政策の立案に着目する中で、政策

を立案する上で必要な情報とは何

かについて考え、情報を基にどのよ

うな政策が必要なのかを適切に表

現している。 

政策の立案を構成するために、必

要な情報を獲得したり、よりよい政

策を試行錯誤したりするなど、主体

的に問題の解決を図ろうとしてい

る。 

議員さんの話を聞いて、自分の

考える政治のイメージを確かめ

よう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全体による

考察） 

みんなの困り事の解決のため

に働かれているんだなと思っ

た。 

・みんなの代表者が議員さんだ

から、みんなの意見を聴いた

り、探したりしているんだなと

思った。 

・政治は自分とは程遠いものだ

と感じていたが、もしかすると

身近な物なのかもしれないと

感じた。 

 

（５）小グループで話し合ったこと

を全体で共有する。 

 

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）どんな意見が出たのかを発表

させ、意見の共有を図る。 

ったかを共有す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全）どんな意見

が出たのかを全

体で共有する。 

４．本時のま

とめと次時

への発展 

（６）本時の振り返りを行う。 

・今日は市議会議員の方と話をす

ることによって、これまで身近で

はなかった政治の世界が少し身

近に感じられるようになった。 

・政治とは関係のない自分達だと

思っていたが、今からできること

もあるのかもしれないと思える

ようになった。 

（６）本時の学習課題を再度提示

し、個人で課題に対する振り返

りをフォࠀ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グループに

よる考察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公共交通機関の使い方について 

・前校庭の使い方について… 

・地域の公園について… 

・自分の将来の夢に関わって… 

 

〈自分を取り巻く人々の困り感〉 

・おばあちゃんが買い物に行きに

くいから… 

・広島県に遊園地がないから… 

・三原をより有名にするために… 

 

（５）自分たちの提案した政策に対

する市議会議員の話を聴き、政

策を立案する上での必要な視

点を見つける。 

・これまでは、ただ地域の声を聴け

ばいいと思っていたが、困ってい

る人がいないか、不満を持ってい

る人がいないかを自分から探す

視点が必要だと気づいた。 

・データを見て分析する際は、様々

な視点をもつことで、見えなかっ

たものも見えるようになるので

はないかと感じた。 

 

（６）政策を考える際に出てきた質

問や疑問を市議会議員の方に聞

く。 

・自分の考えた政策は本当に実現

できますか？ 

・どのくらいの情報を集めて、政策

を考えるのですか？ 

・一つの政策を考える時に、どのく

らいの時間をかけて作っている

のですか？ 

っきり伝えられるように、定型

化されたスライドも用意し、準

備を行う。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）市議会議員として子供達の政

策に対する評価をしていただ

く。 

○留評価をしていただく際には、政策

立案のプロとして、子供達の考え

た政策の不足点（視点や裏付けと

なる資料など）をもとに話してい

ただけるようにする。 

 

 

 

 

 

 

（６）子供達が政策を考えながら見

つけた質問や疑問を事前にま

とめておくとともに、自由に市

議会議員と話の出来る時間を

設ける。 

ているのかを共

有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小・個）政策提

案に対する評価

をもらい、政策の

良い所、改善した

方がよい所を明

らかにする。 

４．本時のま

とめと次時

への発展 

（７）本時の振り返りを行う。 

・市議会議員の方にアドバイスを

もらえて、政策をもう一度考えた

いと思った。 

・政策を作る上で、市議会議員の方

が気を付けられていることが分

かった。 

 

（７）本時の学習課題を再度提示

し、個人で課題に対する振り返

りを考えさせる。 

○留 次時に全員の振り返りを全体

で共有し、自身の政策を再度見

直すことを伝える。 

○評 政策立案に向けての新たな視

点を見つけられている。（発言・

フォーム） 

（全）→（個） 

 学習課題に対

しての自分の考

えを、小グループ

や全体での話し

合いを参考にま

とめる。 

 


